
(57)【要約】

【課題】　玉虫色効果を示す微生物顔料及びその原料の

提供より，衣類，化粧品，絵画，塗装物，印刷物，有機

重合体製品に玉虫色に色が変化させることを可能にする

．

【解決手段】　構造色を有する珪藻を単離培養して珪藻

の殻を大量に集め，精製して繊維，化粧品，絵の具，塗

料，インク，有機重合体に組み込むことで，衣類，化粧

品，絵画，塗装物，印刷物，有機重合体製品を玉虫色に

変化させることを可能にする．

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 微 生 物 の 構 造 を 利 用 し た 玉 虫 色 効 果 を 示 す 顔 料 及 び そ の 原 料 ．
【 請 求 項 ２ 】
　 微 生 物 の 構 造 を 利 用 し た 顔 料 及 び そ の 原 料 を 繊 維 の 中 に 埋 め 込 み ， 玉 虫 色 効 果 を 示 す 繊
維 ．
【 請 求 項 ３ 】
　 微 生 物 の 構 造 を 利 用 し た 顔 料 及 び そ の 原 料 を 化 粧 品 の 中 に 埋 め 込 み ， 玉 虫 色 効 果 を 示 す
化 粧 品 ．
【 請 求 項 ４ 】
　 微 生 物 の 構 造 を 利 用 し た 顔 料 及 び そ の 原 料 を 絵 の 具 の 中 に 埋 め 込 み ， 玉 虫 色 効 果 を 示 す
絵 の 具 ．
【 請 求 項 ５ 】
　 微 生 物 の 構 造 を 利 用 し た 顔 料 及 び そ の 原 料 を 塗 料 の 中 に 埋 め 込 み ， 玉 虫 色 効 果 を 示 す 塗
料 ．
【 請 求 項 ６ 】
　 微 生 物 の 構 造 を 利 用 し た 顔 料 及 び そ の 原 料 を イ ン ク の 中 に 埋 め 込 み ， 印 刷 後 に 玉 虫 色 効
果 を 示 す イ ン ク ．
【 請 求 項 ７ 】
　 微 生 物 の 構 造 を 利 用 し た 顔 料 及 び そ の 原 料 を 紙 の 中 に 埋 め 込 み ， 玉 虫 色 効 果 を 示 す 紙 ．
【 請 求 項 ８ 】
　 微 生 物 の 構 造 を 利 用 し た 顔 料 及 び そ の 原 料 を 有 機 重 合 体 の 中 に 埋 め 込 み ， 玉 虫 色 効 果 を
示 す 有 機 重 合 体 か ら な る 製 品 ．
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 光 を 当 て る 方 向 や 見 る 方 向 に よ り 色 が 玉 虫 色 ， す な わ ち 濃 紺 か ら 青 ， 青 緑 ，
緑 ， 黄 緑 と 色 が 変 化 す る 微 生 物 を 用 い た 顔 料 及 び そ の 原 料 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 最 近 、 構 造 色 に 係 わ る フ ィ ル ム に よ り 光 を 受 け る 方 向 や 見 る 方 向 で 虹 色 に 変 化 す る 材 料
が 開 発 さ れ て い る が ， 顔 料 と し て 利 用 す る こ と は 出 来 て い な い ． ま た ， 構 造 色 を 利 用 し た
顔 料 も 開 発 さ れ て い な い ． そ こ で ， 本 発 明 は ， 微 生 物 の 中 で 構 造 色 を 示 す 構 造 持 つ 珪 藻 類
を 培 養 し ， 集 積 し て 構 造 色 と 考 え ら れ る 殻 を 利 用 し て 当 て る 光 の 角 度 や 見 る 方 向 で ， 玉 虫
色 に 変 化 す る 顔 料 及 び そ の 原 料 を 提 供 し ， 繊 維 ， 化 粧 品 ， 絵 の 具 ， 塗 料 ， イ ン ク ， 有 機 重
合 体 に 用 い る こ と で ， 光 の 当 た る 方 向 ， 見 る 方 向 で 玉 虫 色 に 変 化 す る 繊 維 ， 化 粧 品 ， 絵 の
具 ， 塗 料 ， イ ン ク ， 有 機 重 合 体 に よ る 製 品 の 製 造 を 可 能 に 出 来 る ．
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 出 願 ２ ０ ０ ４ － １ ２ ７ １ ６ ０
【 特 許 文 献 ２ 】 特 許 出 願 ２ ０ ０ ３ － ２ ６ ０ ８ ０
【 特 許 文 献 ３ 】 特 許 出 願 平 ５ － ９ １ ９ ６
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 微 生 物 の 構 造 を 用 い て ， 光 を 当 て る 方 向 や 見 る 方 向 に よ っ て 玉 虫 色 に
変 化 す る 顔 料 及 び そ の 原 料 を 提 供 す る ． 本 顔 料 及 び そ の 原 料 を 用 い て ， 玉 虫 色 に 変 化 す る
繊 維 ， 化 粧 品 ， 絵 の 具 ， 塗 料 ， イ ン ク ， 有 機 重 合 体 に よ る 製 品 を 製 造 可 能 に す る ．
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 者 ら は 、 海 洋 微 生 物 で あ る 珪 藻 類 を 磯 場 よ り 分 離 し ， ３ 種 の 構 造 色 を も つ 珪 藻 の
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培 養 に 成 功 し た ． こ れ ら ３ 種 は ， 個 々 に 遠 心 機 に よ り 集 積 し ， 除 タ ン パ ク 後 殻 の み を 集 め
た ． 当 粉 末 は 膠 等 に 混 ぜ て ス ラ イ ド グ ラ ス に 塗 布 し 光 を 当 て た ． 光 の 角 度 や 見 る 方 向 を 変
え る こ と で ， 濃 紺 か ら 青 ， 青 緑 ， 緑 ， 黄 緑 と 色 が 変 化 す る 玉 虫 色 効 果 が 得 ら れ た ．
【 ０ ０ ０ ６ 】
す な わ ち 、 珪 藻 の 培 養 で 得 ら れ た 構 造 色 効 果 と 考 え ら れ る 殻 を 顔 料 及 び そ の 原 料 と す る こ
と に よ り ， 玉 虫 色 に 変 化 す る 繊 維 ， 化 粧 品 ， 絵 の 具 ， 塗 料 ， イ ン ク ， 有 機 重 合 体 に よ る 製
品 が 製 造 可 能 に な る ．
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に よ り 従 来 は 天 然 の 玉 虫 ， モ ル フ ォ 蝶 ， 鳥 の 羽 な ど で し か 見 る こ と の 出 来 な か っ
た 玉 虫 色 の 変 化 を 繊 維 ， 化 粧 品 ， 絵 の 具 ， 塗 料 ， イ ン ク ， 有 機 重 合 体 に よ る 製 品 に 本 顔 料
又 は そ の 原 料 を 用 い る こ と に よ り ， 衣 類 ， 化 粧 品 ， 絵 画 ， 塗 装 物 ， 印 刷 物 ， 有 機 重 合 体 製
品 で 見 る こ と を 可 能 に す る ．
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 構 造 色 を 発 す る 構 造 を 持 つ 特 定 の 単 一 種 を 分 離 し ， 大 量 に 培 養 し て 得 ら れ た 珪 藻 か ら 脱
タ ン パ ク ， 殻 の 剥 離 に よ り 得 ら れ た 殻 を 乾 燥 粉 末 又 は 膠 に 混 ぜ て ， ス ラ イ ド グ ラ ス に 塗 布
し ， 小 型 ラ イ ト に よ り 当 て る 方 向 と 見 る 方 向 を 変 え て ， 観 察 す る こ と で ， 最 大 の 効 果 が 得
ら れ る ． 塗 布 す る 材 質 な ど 今 後 改 良 す る 必 要 も あ る ．
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 繊 維 に 当 顔 料 又 は そ の 原 料 を 含 ま せ る こ と に よ り ， 玉 虫 色 に 変 化 す る 繊 維 を 提 供 で き ，
当 繊 維 を 用 い る 事 で ， 玉 虫 色 に 変 化 す る 布 ， 衣 類 を 提 供 で き る ．
【 ０ ０ １ ０ 】
　 化 粧 材 料 に 本 顔 料 又 は そ の 原 料 を 含 ま せ る こ と で ， 玉 虫 色 に 変 化 す る 化 粧 品 を 提 供 で き
る ．
【 ０ ０ １ １ 】
　 絵 の 具 に 本 顔 料 又 は そ の 原 料 を 含 ま せ る こ と に よ り ， 玉 虫 色 に 変 化 す る 今 ま で に な い ，
絵 画 を 作 成 す る こ と が 出 来 る ．
【 ０ ０ １ ２ 】
　 塗 料 に 本 顔 料 又 は そ の 原 料 を 含 ま せ る こ と に よ り ， 塗 装 物 に 玉 虫 色 の 変 化 を 付 加 で き る
．
【 ０ ０ １ ３ 】
　 イ ン ク に 本 顔 料 ま た が そ の 原 料 を 含 ま せ る こ と で ， 印 刷 物 に 玉 虫 色 の 変 化 を 与 え る こ と
が 出 来 る ．
【 ０ ０ １ ４ 】
　 有 機 重 合 体 に 本 顔 料 又 は そ の 原 料 を 含 ま せ る こ と に よ り ， 有 機 重 合 体 製 品 に 玉 虫 色 の 変
化 を 付 加 で き る ．
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 本 発 明 を 実 施 例 に 基 づ き よ り 具 体 的 に 説 明 す る 。 な お 、 本 発 明 は 下 記 実 施 例 に 限
定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
（ 珪 藻 の 分 離 ）
　 国 内 海 岸 の 磯 場 に て 採 取 し た サ ン プ ル か ら 顕 微 鏡 下 で ， 珪 藻 を マ イ ク ロ ピ ペ ッ ト で 吸 い
上 げ 分 離 す る ． 同 一 種 を 複 数 個 体 プ ラ ス チ ッ ク フ ラ ス コ に 移 し 光 を 当 て て 培 養 す る ．
【 ０ ０ １ ７ 】
（ 珪 藻 の 培 養 ）
　 単 離 さ れ た 単 一 種 の 珪 藻 を 珪 藻 培 養 用 培 地 に て ， 日 中 は 光 を 当 て て 培 養 し ， 増 加 と 単 離
の 様 子 を 顕 微 鏡 下 で 観 察 す る ． 単 離 が 確 認 で き た 珪 藻 は 大 型 の フ ラ ス コ に 移 し ， 同 様 に 培
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養 す る ．
【 ０ ０ １ ８ 】
（ 珪 藻 殻 の 分 離 ）
　 培 養 さ れ た 珪 藻 は ， 遠 心 分 離 器 に て 集 め ， １ ０ ％ Ｓ Ｄ Ｓ （ Ｓ ｏ ｄ ｉ ｕ ｍ 　 Ｄ ｏ ｄ ｅ ｃ ｙ
ｌ ｓ ｕ ｌ ｆ ａ ｔ ｅ ； 最 終 濃 度 は 約 ５ ％ ） を 加 え て ， 脱 タ ン パ ク を 行 う ． Ｓ Ｄ Ｓ を 水 で 洗 い
， パ イ プ ユ ニ ッ シ ュ （ 登 録 商 標 ） 原 液 を 半 分 の 濃 度 に 希 釈 し た も の に て 短 時 間 処 理 し ， 遠
心 分 離 器 に て 水 で 洗 う ．
【 ０ ０ １ ９ 】
（ 発 色 方 法 ）
　 水 懸 濁 珪 藻 殻 を ス ラ イ ド グ ラ ス に 塗 布 ， ま た は ， 膠 に 混 ぜ て 塗 布 し ， 小 型 ラ イ ト で 光 の
当 て る 方 向 を 変 え る か ， 見 る 方 向 を 変 え る と ， 図 １ の 写 真 １ か ら ８ に 示 す よ う に ， 濃 紺 か
ら 青 ， 青 緑 ， 緑 ， 黄 緑 と 色 が 変 化 す る 玉 虫 色 効 果 が 得 ら れ た ．
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 塗 布 材 料 に よ っ て は 珪 藻 殻 粉 末 を 顔 料 と し て 使 用 可 能 で あ り ， 膠 に 混
合 し て 使 う こ と が 出 来 る 。 珪 藻 殻 粉 末 を 顔 料 お よ び そ の 原 料 と し て ， 繊 維 ， 化 粧 品 ， 絵 の
具 ， 塗 料 ， イ ン ク ， 有 機 重 合 体 に よ る 製 品 に 用 い る こ と に よ り ， 衣 類 ， 化 粧 品 ， 絵 画 ， 塗
装 物 ， 印 刷 物 ， 有 機 重 合 体 製 品 で 玉 虫 色 効 果 を 見 る こ と が 可 能 で あ る ．
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
【 図 １ 】 　 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 例 に お い て 、 光 を 当 て る 方 向 又 は 見 る 方 向 を 変 え た 場
合 の 色 の 変 化 を 示 し た 。 写 真 １ ： 濃 紺 ， 写 真 ２ ： 青 色 ， 写 真 ３ ： 青 緑 ， 写 真 ４ ： 緑 ， 写 真
５ ： 黄 緑 ， 写 真 ６ ： 橙 ， 写 真 ７ ： 紫 、 写 真 ８ ： 赤 紫 と 色 が 変 化 す る ．

【 図 １ 】
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